
１．はじめに

工事概要
�１ 工 事 名：６号橋上部工事
�２ 発 注 者：国土交通省 関東地方整備局

湯西川ダム工事事務所
�３ 工事場所：栃木県日光市湯西川地先
�４ 工 期：平成２１年４月２５日～

平成２２年１０月２９日
本工事は、橋長７５m、支間長７３．６m、有効幅員

８．０mの鋼単純非合成箱桁橋の上部工架設工事で
ある。架設工法は、覆工板を用いた張出し架設に
よるベント工法で、架設クレーンは２００ｔ吊りク
ローラクレーンを使用した。
現場は急峻な谷間上に立地し、A１側は PC橋
が施工済みで、A２側は隣接工事が同時施工中と、

狭隘な作業ヤードでの施工であった。
架設概要図を図－１に示す。

２．現場における課題・問題点

当初架設計画では、急峻な法面にベントを設置
する必要があり、施工が困難であった。また、後
工程（床版・舗装工事等）が控えており、当工事
の工程を短縮する必要があった。

３．工夫・改善点と適用結果

架設桁を使用することで、急峻な法面部のベン
ト設備を削減した（図－２、３、４）。
しかし、ベント設備を削減すると、クレーンが
桁上に乗れなくなるため、前進できなくなり作業
半径が不足する。桁本体の強度上、これ以上のク
レーン能力アップは不可能であった。そこで、架
設桁上に軌条設備及び移動台車を設置し、その上
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に桁本体を搭載して、ワイヤーで縦取りすること
で、所定の位置へ架設する事が可能となった（図
－５、６、７）。
その結果、施工時の安全性確保と工程短縮（約
１ヶ月間）することができた。

４．おわりに

今回の施工では、形状管理が容易なベント工法
と、ベントの設置が困難な箇所（水上や急斜面な
ど）の架設に有利な架設桁工法を組み合わせるこ
とにより、安全性の向上および工程とコストを圧
縮することが出来た。
施工ヤードが狭隘で、送り出し工法やケーブル
エレクション工法が採用できない渓谷や山間部の
架設に有効な工法だと考えられる。

図―３ ベント及び架設桁の設置状況

図―４ 架設桁

図―５ 桁縦取り要領図

図―６ 桁縦取り状況

図―７ 軌条設備及び移動台車

図―８ 完成写真
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